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は

じ
め

に

　
明
治
か

ら

大
正

期

に

か

け
て

、

三

河

徳
雲
寺
に

あ
っ

て
、

大
災
害
の

た

び

に

現
地
へ

駆

け
つ

け
、

念
仏
結

縁
し

な
が

ら
救
援
活
動
を

行
っ

た

颯
田

本

真
尼
（

以

下
、

本
真
尼
と

略
称
す
る

）

、

そ

の

活
動
期

間
は

明
治

二

四

年
（
一

八

九

こ

か

ら

大
正
一

三

年
（
一

九
二

五
）

ま
で

の

三

四

年

間
、

災
害
救
援
で

訪

れ

た

被
災
地
は
、

北
は

北
海
道
か
ら

南
は

鹿
児
島

県
ま
で

ほ

ぼ

全
国

に

わ

た
っ

て

い

る
。

そ
の

内
容
は

地
震

、

津
波

、

火

山
噴
火

、

大
火
等
で

被
災
し

た
二

三

都
道
府
県
に

お
よ

び
、

救
援
物
資

　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
1）

を
届
け
た

戸

数
は

六

〇
、

○

○

○

件
に

及
ぶ

。

　
一

人
の

尼
僧
が
こ

れ

だ

け
広
範
囲
の

地

域
、

数

多
く
の

被
災
者
に

対

し

て

救
援

活
動

を

行
え
た

背

景
、

と

く
に

外
護

者
を

中
心
に

み

て

い

く
。

　

颯
田
本
真
尼
（

一

八

四

五

〜
一

九
二

八
）

は

颯
田

清
左

衛
門
の

長
女
と

し

て

弘
化
二

年
（
一

八

四

五
）

一

一

月
二

八

日

に

愛

知
県
幡
豆

郡
吉
田

村
で

誕
生

す
る

、

幼
名
は

り
つ

。

安
政
三

年
（

一

八
五

六
）

、

一

二

歳
で

三

河

碧
南
郡

旭

村
（
現

、

碧
南
市
）

貞
照
院
の

高
橋
天

然
和
上

に
つ

い

て

得

度、

文
久
二

年
（

一

八

六
二
）

に

慈
教
庵
（

の

ち
の

徳
雲
寺
）

を

結

ぶ
。

な

お
、

本
真
尼
の
一

二

人
兄

弟
の

う
ち

六

人

が

出

家
し

て

お

り
、

中
で

も
、

雲
照
律
師
の

戒

律
学
校
で

学
ん

だ

本

真
尼
の

実

弟
で

長

男
の

三

宅
善
苗
上

人
、

浄
土
曼
荼

羅
を

掲
げ
て

辻

説

法
を
し
た

海
雲
上
人

は

「

ま
ん

だ

ら

和

尚
」

と

呼
ば

れ
、

妹
の

諦
真
尼
は

京
都
泉
谷
西

寿
寺
の

中
興
と

し

て

知
ら

れ
る

。

　

本
真
尼
が

修
行
中
に
と

く
に

強

く
影
響
を

受
け

た
の

は
、

颯
田

家
に

子
守
と

し

て
つ

と

め

た

の

ち
出

家
し

、

真
珠
院

に

あ

り
厳
し
い

修
行
生

活
を

送
っ

た

慈
本
尼
や

、

叔
母
の

本
乗
尼
で

あ
っ

た
。

一

　

布
施

行
の

き
っ

か

け
と

展
開

　
明

治
二

三

年
〔
一

八

九

〇
）

に

三

河
を

襲
っ

た

高
潮
で

徳
雲

寺
が

被

災
す

る
。

こ

の

こ

と

が
、

本
真
尼
の

災

害
へ

の

布
施
行
の

契
機
と

な
っ

た
。

こ

れ

以

降
、

明
治
二

四

年
（
一

八
九
一
）

か

ら

三

四

年
問
に

わ

た

り

被

災
地
へ

の

救
済
活
動
を

行
う

。

一

方
で

、

颯
田

本

真
尼

自
身
は

浄
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土

禦
流
れ

を

く
み

・

戒
律
を

厳
し

く
守
り
な
が

ら
厳
し
い

修
行
と

清

貧
を

も
と

と

し
、

一

〇

〇

人
近
い

弟
子
も
育
成
し
た

。

　
明
治
二

四

年
に

起
こ
っ

た

濃
尾
大
地
震
の

際
に

は
、

本
真
尼
自
身
へ

寄
せ

ら

れ

た

信
者
の

勧
募
に

合

わ

せ
、

当

時、

岡

崎
の

昌
光

律

寺
に

あ
っ

た

志
運
和
上

の

信
者
を
通
じ
て

勧
募
し

た

も
の

を

罹
災
者
へ

施
し

　
　
（

3
）

て

い

る
。

こ

れ

か

ら
見
て

も
、

当
初
は

被
災
者
へ

の

救
済

事
業
の

規
模

は

小
さ
な
も
の

で

あ
っ

た
。

こ

の

後
し
ば

ら

く
は

小
規
模
な
救
済
活
動

が

続
く
が

、

転
機
と

な
っ

た

の

は

明
治
二

七

年
（

一

八

九

四
）

の

庄
内

地

震
（
酒
田

大
震
災
）

と
、

そ
れ

に

続

く
大
火

災
で

あ
っ

た
。

こ

の

大

火
災
で

は
、

酒
田

市
の

八

割
が

消
失
し
て

い

る
。

　
酒
田

大
震

災
、

大

火
に

続
い

た

明
治
二

九

年
（

一

八

九
六
）

の

三

陸

大

津
波
の

際
の

救
援
活
動
が

本
真
尼
の

布
施
行
に
と
っ

て

の

転
機
と

な

り
、

布
施
行
を

支
え
る

外
護

者
に

も

変
化
が

見
ら
れ
る

。

　
こ

の

と

き
に

は
、

本
真
尼
の

受
戒
の

師
で

あ
っ

た

雲
照
律
師
を
は

じ

め
、

目
白
僧
園
の

夫
人

正
法

会
の

会

員
を
通
じ

て

集
め

ら
れ

た

施
物
を

私
財
と
と

も
に

被
災
地
へ

届
け
て

い

る
。

こ

の

夫
人
正
法
会
の

会
員
は

、

華
族
や

貴
族
院
議
員
の

夫
人

た

ち
が

多
く

、

こ

れ

を
契
機
と

し
て

被
災

地
へ

の

救
済
活
動
の

規

模
が

大
き

く
な
っ

て

い

く
。

ま
た

、

本
真
尼
の

布
施

行
に

賛
同
し
た

篤
志

家
も

、

の

ち
に

本
真
尼
に
よ

る

関
東
布
教
の

起

点
と

な
っ

た

慈

教
庵
（
現
在
の

本
真
寺
）

の

土

地
を

提
供
し

た

東
京

の

紙
問
屋

で

あ
る

細
川

糸
子
（
伊
都
子）

の

東

京
の

細
川
家

、

松
坂
屋

の

創

業

者
一

族
で

あ

る

伊
藤

次
郎
左

衞

門
の

伊
藤

家、

京

都
の

阪
根

颯
田

本
真
尼
の

外
護
者
に
つ

い

て
（
坂
　
上）

家
、

山
形
の

本
間
家

、

本
真
尼
の

妹
で

あ
る

諦
真
尼
の

京
都
泉
谷
西

寿

寺
の

復
興
に

寄
与
し
た

名
古
屋
の

岡
谷
家

、

大

阪
の

泉
谷
家
を
は

じ
め

と

し

て

全

国
の

有
力
者
の

間
に

増
え
て

い

っ

た
。

　
ま

た
、

本
真
尼
の

被
災
地
へ

の

救
済

事
業
は

、

一

人

の

尼
僧
が

個
人

で

行
え
る

規
模
を

遙
か

に

超
え
て
い

る
が

、

そ
の

業
績
を

資
料
か

ら

裏

付

け
た

研

究
は

、

管
見
の

範
囲
で

は

見
当
た

ら

な
い

。

そ
の

理

由

は
、

本
真
尼
自

身
が

陰
徳
を

常
と
し

、

自
ら
の

業
績
を
人

に

話
さ

ず
、

記
録

を

残
さ

ず
に

な

さ

れ

た

か

ら

に

他
な
ら
な

い
。

　
自
律
堅

固
な

颯
田

本
真
尼
の

布
施
行
を

支
え
た

外
護

者
は

以
下
の

よ

う
に

分
け
る

事
が

で

き
よ

う
。

1234．5．
　
雲

照
律
師
は

本
真
尼
の

実
弟

、

か

ら

交
流

が

始
ま
っ

た
と

考
え
ら
れ

、

律

師
よ

り
受

戒
し

て

い

る
。

園
と

改
称
）

た

が
、

刊
し

て

い

る
。

を

た

ど

る

上

で

貴
重
な

記
事
が

多
く
見
ら

れ
、

師
僧
や

近
隣
寺
院
住
職

災
害
支
援
を
通
じ

て

縁
が
で

き
た

寺
院

住
職

雲
照
律
師

、

夫
人

正

法
会
会
員

近

畿
、

関
西
圏
の

地
縁
・

血
縁
を

通
じ

た

外

護
者

信
徒

　

　
　
　

　
　
　

　
　

三

宅
善
苗
師
が

弟
子

に

な
っ

た

こ

と

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

本
真
尼
も
弟
子

と
と

も
に

雲
照

　

　
　
　

　
　
（
4

）

　

　
　
　

　
　
　

　

雲

照
律

師
の

戒
律

学
校
（
の

ち
に

目

白

僧

　

に

は

十
善
会
と

夫
人

攝
受
正

法
会
（

夫
人
正

法
会
）

が

あ
っ

そ
れ
ぞ

れ
、

機
関
誌
と

し
て

『

十

善
寶

窟
』

、

『

法
の

母
』

を

発

　

　
　
こ

の

両
機
関
誌
に
は

、

本

真
尼
と

夫
人

正

法
会
の

関

係

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

こ

れ

ま

で

明
ら
か
に

さ

六
七

一 619一

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



The Japanese Association of Indian and Buddhist Studies

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assoclatlon 　of 　工ndlan 　and 　Buddhlst 二　St二udles

颯
田

本
真
尼
の

外
護
者
に
つ

い

て

（
坂
　
上
）

れ

て

い

な
か
っ

た

被
災
地
救
援
活
動
が

拡
大

し

て

い

く
過
程
を

確
認
す

る

こ

と

が

で

き
る

。

本
真
尼
は

雲
照

律
師
を

戒

律
の

師
と

し
て

、

目

白

僧
園
の

道
場
に

て

弟
子
た

ち

と

と

も

に

授
戒
し

て

い

る
。

こ

の

目
白
僧

園
で

の

受
戒
を

機
に

、

華
族
の

人
々

も

多
く

名
を
連
ね
た

夫
人

正

法
会

と
の

交
流
が

始
ま
っ

た

と
み

ら

れ
、

こ

れ

が

被
災
地
救
援
の

規
模
拡
大

の

契
機
と

な
っ

た

と

み

る

こ

と

が
で

き
る

。

二

　

酒
田

震
災
と

大
火

　

明
治
二

七

年
（
一

八

九

四
）

一

〇

月
二

二

日

午
後
五

時
三

七

分
、

庄

内
地
方
は

大
き
な

地

震
に

襲
わ

れ

た
。

被
害
は

ほ

と
ん

ど

庄
内
全
域
に

わ

た

り
、

最
上

川
の

川
口

を

中
心

と

し

て

最
上

川

本
流

、

赤
川

、

藤

島

川
、

大
山
川
の

合
流

点
付
近
の

被
害
が

大
で
、

最
上

川
の

川
口

に

位
置

す
る

酒

田

は

と

く
に

ひ

ど

く
、

家
屋

が

密

集
し

て

い

る

う
え
に

、

夕
食

準
備
の

時
間
で

あ
っ

た

た

め

方
々

か

ら

火
災
が

発
生
し
た

。

庄

内
地
震

と

も
酒
田

大
地

震

と

も

よ

ば

れ
て

い

る
。

記
録
に

よ
る

と
、

当
時
庄
内

の

全

戸
一

八
、

九

七

六

戸

の

う
ち

、

全

壊

三
、

一

五

七

戸
、

全

焼

一

二
、

一

一

八

戸
、

死

者
七
一

八

人
、

負

傷

者
八

〇

八

人

の

被

害
と

な
っ

て

い

る
。

酒
田
の

う
ち
で

最
も

被
害
の

多
か
っ

た
の

は

最
上

川
、

新
井
田

川
口

沿
い

で

あ
っ

た
。

と

く

に

船

場
町
の

惨
状
は

目
を

覆
う
ば

か

り
で
、

酒

田
の

死

者
一

六

二

人
中

、

七

〇

人
が

船

場
町
の

人
で

あ

る
。

救
援
に

あ
た

り
、

両

陛

下

か

ら

四
、

○

○

○

円
の

下
賜

金
、

本
間

家
か

ら
二

〇

〇

円
、

そ
の

他
、

旧

藩
主
酒

井
忠

篤
ら

多
く
の

人

々

が

援

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

六
八

　

　
　
　

（
5

）

助
に

協
力
し

た
。

こ

の

震

災
被
害
に

際
し

本
真
尼

は
、

雲
照
律
師
よ

り

受
戒
後
に

、

日

白
僧
園
夫
人

正

法
会
の

代
理

と

し
て

、

救
援
物
資
を

携

え
酒
田
に

赴
い

て

い

る
。

こ

れ

を

縁
と
し

て

大

正
一

〇

年
頃
ま
で

、

本

真
尼
は

本
間
家
を
中
心
に

酒
田

に

招
か
れ

、

多
い

年
は
一

年
に

七

回
訪

れ

念
仏
結
縁
の

法
話
を
行
っ

て
い

る
。

滞
在
す
る

期

間
も
長
く

、

一

箇

月
に

及
ぶ

こ

と

も
あ
っ

た

と
い

う
。

滞
在
し

た

の

は
、

本
間
家
の

み

な

ら

ず
、

本
真
尼
の

舎
利
塔
が

あ
る

浄
徳
寺

、

脇

寺
瑞
相
寺
に

酒
田

震
火

災
横
難
死

霊
供
養
塔
の

あ
る

林

昌
寺
を
は

じ

め
、

在
家
の

信
者
で

あ
る

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
（

6）

齋
藤
家
〔
漬
け

物
の

梨
屋
）

、

郷

土

史
家
の

田

村
家
な

ど

で

あ
る

。

本
真

尼
の

布
施
行
は

単
に

施

物
を

届
け
る

こ

と

に

終
わ

ら

ず
、

布
施
行
を

通

じ
て

念
仏
結
縁
し

、

一

人

で

も
多
く
の

同
行
を

育
て

る

こ

と

に

あ
っ

た

と

考
え
ら

れ

る
。

こ

こ

で

注
目
す
べ

き
は

、

義
捐
物
資
と

と

も
に

、

被

災
地
へ

雲
照
律
師
の

著
述
と

と

も
に

無
能
上

人
の

『

本
願
和
讃
』

を

届

け
て

お

り
、

第
二

回
の

救
恤
活
動
の

際
に

、

篤
信
者
の

中
に

、

桑
折
と

　

　
　
　

　
　

（

7V

い

う
地
名
が

見
え
る

。

こ

れ

は

本
真
尼
が

尊
敬
し

た

無
能
上

入
ゆ

か

り

の

無
能
寺
が
所
在
す
る

地
で

あ
る

。

本
真
尼
が

入
寂
し

た

昭
和
三

年
に

は
、

酒

田

町
（
市
政
が

し

か

れ
る

の

は

翌

年
）

全
域
に

「

三

河
の

尼
様
の

追
弔

会
」

と

題
し

た

チ

ラ

シ

が

配
付
さ
れ

た
。

そ
の

内

容
は
「

酒
田

大

震
火
災
の

折
、

幾
度
も

救
助
品
を
持
参
し

、

皆
様
を
お

慰
め
下

さ

れ

た

三

河
の

国
の

颯
田

本

真
老

尼
は

八

十
四
歳
を

以
て

去
る

八

月
八

日

に

亡

く
な

ら
れ

ま
し

た
。

皆

様
と

御
因
縁
の

浅
か

ら

ざ

る

此
の

尼

様
の

為
に

御
弔
い

を
い

た

し

ま
す
」

と
い

う
も
の

で

あ
っ

た
。

ま
た

、

浄

徳
寺
婦
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人

会
の

方
々

が

中

心

と

な
り

、

颯
田

本
真
尼
の

分
骨
を

受
け

、

浄
徳
寺

境
内
に

舎
利
塔
を

建
立

し
て

い

る
。

明
治
二

九

年
（
一

八

九
六
）

六

月

一

五

日

午
後
七
時
三

二

分
三

〇

秒
、

岩

手
県
上

閉
伊
郡
釜
石

町
（

現
・

釜

石

市
〉

の

東
方

沖
二

〇

〇

キ
ロ

メ

ー

ト
ル

を

震
源
と

し

た
、

マ

グ
ニ

チ
ュ

ー

ド

八
・

二

〜
八
・

五

と
い

う
巨
大
地
震
が

起
こ

る
、

明
治
三

陸
大

海
嘯
で

あ

る
。

地

震

に

伴
っ

て
、

本
州
に

お

け
る

当
時
の

観
測
史
上

最

高
の

遡
上

高
で

あ
る

海
抜
三

八
・

ニ

メ

ー

ト
ル

を

記
録
す
る

津
波
が

発

生

し
、

甚
大

な
被

害
を

与
え

た
。

死

者
は

二

二
、

OOO

人
弱

。

最
大

震

度
は

四
、

ほ

と
ん

ど

の

地

域
は

震

度
二

か

ら

三

程
度
で

あ
っ

た

た

め
、

避
難
が

遅

れ
、

甚
大
な

被

害
を
も
た

ら

し

た
。

　

夫
人
正

法
会
の

義
捐
活
動
は

直
後
か

ら

始
ま
っ

て

お

り
、

本
真
尼
を

夫
人
正

法
会
代
理

と

し

て

現
地
へ

赴
か
せ

、

布
施
物
の

施
与
を

依
頼
し

て

い

る
。

こ

れ

を

受
け
た

本
真
尼
は

地
震
の

被
災
地
に

赴
き

、

船
上

か

ら
津
波
で

亡

く

な
っ

た

人
々

の

た
め

に
、

地
蔵
菩
薩
の

刷
仏

を

海
に

流

し
、

流
水
供
養
を

行
っ

て

い

る
。

さ
ら
に

、

被
災
地
の

墓

所
に

詣
で

て

加
持
土

砂
を

墓
に

納
め

供
養
を

行
い

、

義
捐
物
資
を
施
与
し

な
が
ら

被

災
地

、

病
院
を

回
り

、

法
話
の

の

ち

十
善
戒
と

念
仏
を

授
け
て

い

る
。

三

　
馬
渡
島
の

大
火

　

大
正

七

年
（
一

九
一

八
）

一

月
三
〇

日
、

佐
賀
県
唐
津

市
沖
の

玄

界

灘
に

あ
る

馬

渡
島
（

ま

だ

ら
じ

ま
）

が

大
火
に

あ

う
。

こ

の

島
は

、

も

と

も
と

仏

教
徒
が

住
む

島
で

あ
っ

た

が
、

江
戸
時
代
に

カ

ト
リ
ッ

ク

教

颯
田

本
真
尼
の

外
護
者
に
つ

い

て

（

坂
　
上）

徒
が
九

州
本
土
か

ら

逃
れ
て

集
落
を

形
成
し

た

島
で

あ
る

。

現
在

、

島

の

人
口

は
五

〇

〇

人
ほ

ど

で

あ
る

が
、

三

分
の

二

が
カ

ト

リ
ッ

ク

教
徒

、

三

分
の
一

が

仏
教
徒
で

、

い

ま
で

も
住
む
地

域

は
は
っ

き
り
と

分
か

れ
、

聞

き
取
り
調
査
で

は
、

三

〇

年
ほ

ど

前
ま

で

交
流

は

も
ち
ろ

ん
、

地

域

を
越
え
て

結
婚
す
る

事
も
な
か
っ

た

と

の

事
で

あ
る

。

当
時
六

〇

戸
ほ

ど

の

仏
教
徒
の

納
屋
を

含
め

た

集
落
が
全
焼

す
る

。

こ

の

年
の

三

月
四

日
に

本
真
尼
は

馬
渡
島
へ

支
援
物
資
を

携
え

財

施

を

施
し

に

渡
る

。

こ

の

時
の

篤

信
者
の

中
で

、

と

く
に

大
阪
船

場
の

木
綿
問
屋

、

泉
谷
（

い

ず
た

に
）

産
業
の

泉

谷
儀

三

郎
、

花

夫
妻
の

本

真
尼
を

通
じ

て

の

財

政

援

助
は

現
代
ま
で

島
で

語
り
継
が

れ
て
い

る
。

　
島
の

仏

教
徒
地

区
で

あ
る

「

宮
の

本
」

に

あ
る

観
音
堂
に

は
、

本
真

尼

と

泉
谷

花
が

菩
薩
の

姿
で

祀
ら
れ
て
い

る
。

泉
谷
夫
妻
は

馬
渡
島
の

支

援
を

す
る

以
前
か

ら
、

本
真
尼
を
通
じ

て

さ

ま

ざ
ま
な
被
災
地
へ

救

援

物

資
を
送
っ

て

い

た

よ

う
で

あ
る

が
、

と

く
に

馬
渡
島
の

火
災
に
つ

い

て

は

全
面
的
な
援
助
を
し

て

い

る
。

こ

の

観
音
堂
に

伝
え
ら

れ

て

い

る

資
料
を
見
る
と

、

当
時

、

唐
津
市
に
も

な

か
っ

た

蓄
音
機
や

ラ

ジ

オ

を

贈
り

、

唐
津
市
の

学
校
に

進
学
す
る

生

徒
に

は

奨
学
金
も
出
し
て

い

た
。

観
音
堂
に
は

、

当
時
の

小
学
生
た

ち

か

ら

泉
谷
夫
妻
に

宛
て

た

礼

状
が

保
存
さ
れ
て

い

る
。

理

由
を

伺
う
と

、

泉
谷

家
の

方
か

ら
、

そ
の

ま

ま
に

し
て

お
く
と

散
逸
し

て

し

ま

う
の

で

と
、

き

ち
ん
と

綴
じ
ら

れ

た

も
の

が
、

ま
と

め

て

島
に

送
ら

れ

て

き
て

、

観
音
堂
で

保
存
さ
れ

て

い

る

と

の

こ

と

で

あ
っ

た
。

六
九
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颯
田

本
真
尼
の

外
護

者
に

つ

い

て

（
坂
　
上
）

　

観
音
堂
に
は

、

現

在
も

婦

人
会
の

方
々

が
交
代
で

つ

め

て

お

り、

毎

日

早
朝
か

ら

多
く
の

島
民

が

参
詣
し

て

い

る
。

ま
た

、

島
内
で

誰
か

が

亡

く
な
る

と
、

こ

の

お

堂

に

て

島
民
だ

け
で

通
夜
が
営
ま
れ

、

翌

日

唐

津
市
よ

り
僧
侶
が

見
え
る

決
ま
り
が

あ

る
。

本
真
尼
は

全
焼

し

仏

壇
も

焼
け
て

し

ま
っ

た

こ

の

島
の

仏
教
徒
全

世
帯
に

、

阿
弥
陀
仏

像
六

〇

体

を

贈
っ

て

い

る
。

こ

の

阿

弥
陀
仏
像
の

多
く
は

現
在
も
馬
渡
島
に

伝
え

ら

れ

て

お

り
、

厨
子

に

は

寄
進
し

た

方
の

住

所
氏

名
が

記
さ

れ

て

い

（
8

）

る
。

な
お
こ

の

筆
は
、

浄

土

宗
大
本
山

清
浄
華
院
住
職
石
橋
誠

道

台
下

の

手
に

な
る

も
の

で

あ
る

。

宮
の

本
婦
人

会
の

ご

協
力
を
い

た

だ

き
、

島
内
（
仏

教
徒
居

住
地

区
）

の

全
数
調
査

を

行
っ

た
。

玄
界
灘
の

島
と
い

う
こ

と
か

ら
、

多
く
の

阿

弥

陀

仏
像
が

流
失

す
る
こ

と

な
く

現
存
し

、

中
に

は
一

軒
で

二

体
の

仏
像
を
祀
る

家
が

み

ら

れ

た
。

そ
の

理

由
を

尋

ね

る

と
、

島
外
に

転
出
し
た

人
が

、

島
に

残
る

人

に

託
し

た
と

の

こ

と

で

あ
っ

た
。

そ

れ

ぞ

れ

の

厨
子
に

は

施
主
の

住
所
氏
名
が

記
さ

れ
て

い

る
。

本
真
尼
の

布
施
行
の

特
徴
と

し
て

、

他
の

被
災
地
に

届
け

た

施
物

に

も
、

必

ず
施
主

の

住
所
氏
名
が

書
か

れ

て

い

た
。

　
持

律
、

念
仏

結
縁

、

布
施
行
を
一

生

涯

貫
い

た

颯
田

本
真
尼
は

、

久

松
真
一

氏
の

言

葉
か

ら
、

後
世
「

布
施
の

行
者
」

と

呼
ば

れ
る

。

そ
の

理

由
は
、

国

家

的
な

慈
善

救
済

事
業
の

骨

格
が

未

熟
な
時

代
に

お

い

て
、

戒
律
堅

固
で

清
貧
な

生

活
を
送
っ

た

浄
土

宗
の
一

人
の

尼
僧
が

、

な
ん

の

バ

ッ

ク

グ

ラ

ウ

ン

ド

も

持
た

ず
に

始
め

た
被
災
地
へ

の

救
援
活

動
が

、

布
施
行
と
い

う
形
で

念
仏
結
縁
を
通
じ

て

多
く
の

篤
信
の

方
々

七
〇

の

心
を
つ

か

み
、

全

国
的
な
広

が

り
を
見
せ

た

と
い

う
事
に

つ

き
る

。

　

颯
田

本
真
尼
の

念
仏

結
縁
を

目

的
と

し

た

布
施
行
は

、

本
真
尼
自
ら

の

情
熱
と

、

そ
の

清
貧
・

陰

徳
の

姿
に

対
し

て

賛
同

し
た

、

昌
光
律
寺

の

志
運

和
上

、

目
白
僧

園
の

雲
照

律
師
と

夫
人
正

法
会
の

女
性
た

ち
、

そ

し

て

東
京
の

細

川

家
、

京
都
の

阪

根
家

、

山
形
の

本
間
家

、

大
阪
の

泉
谷
家

、

ゴ

ル

ド
ン

夫
人
を
は

じ
め

と

す
る

外
護
者
と

、

多
く
の

弟
子

た

ち

に

よ
っ

て

支
え
ら
れ
て

き
た
も
の

で

あ
る

。

四

国゚

》°

Oo

目
Oo

＝

　

大
正
二

年
（
一

九

＝

三

の

沼

津
大
火
へ

の

布

施
行
の

記
録
で

、

徳

雲
寺
に

所
蔵
さ
れ

る

「

沼
津
布
施
帳
」

の

中
に

、

外
国
人
と

見
ら

れ

る

施
主
「

イ
i
・

エ

ー
・

ゴ

ー

ル

ド
ン

」

と
い

う
名
前
が

見
え
る

。

　

布
施
帳
に

は
、

東
京
赤
坂
区
氷
川

町

四

十
五

番
地

　
ふ

と
ん

　
十

枚

　
窓
拭
き
　
九

　
マ

ク

　
一

京
都
東
山
七

条
　
日

吉
神
社
境
内

マ

ダ

ム

・

ゴ

ー

ル

ド
ン

イ
ー
・

エ

ー
・

ゴ

ー
ル

ド
ン

と

あ
る

。

東
京
と

京
都
の

住
所
が

記
さ
れ

て

い

る

が
、

お

そ
ら
く
同
一

人
物
と

み

ら

れ
る

。

　

大
正
二

年
（

一

九

＝

三

と
い

う
年
代
と

、

住
所
（

東
京
市
赤
坂

区
氷

川

町
四

五

番
地
は

現
在
の

赤
坂
氷
川

神
社
の

あ
た

り
）

か

ら
調
べ

た

と
こ

ろ
、
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明

治
末
か
ら

大
正

期
に

か

け
て

日

本
に

滞
在
し
、

「

仏
教
と

キ

リ

ス

ト

教
の
一

元
」

を

研
究
テ

ー

マ

と

し
、

当
時
外
国
の

書
籍
が

乏
し

か
っ

た

日

本
に

英

書
を

送
る

運

動
を
し

て
、

東
京
の

日

比
谷

図

書
館
に

英
書

一

〇

万

冊

を

寄
贈
し

た

エ

リ

ザ
ベ

ス

・

ア

ン

ナ
・

ゴ

ル

ド

ン

夫

人

（
一

八
五
一

〜
一

九
二

五
）

に

ほ

ぼ

間
違
い

な
い

と
い

う
結

論
に

達
し
た

。

　

そ
の

後
、

日

比

谷

図
書
館
の

蔵
書
は

太
平
洋
戦
争
末
期
の

東
京
大
空

襲
の

際
に

す
べ

て

焼

失
し

た
。

ま
た

、

早
稲
田

大
学

、

高
野

山
大
学
両

図
書
館
に
は

夫
人

の

名
を

冠
し

た

「

ゴ

ル

ド
ン

文
庫
」

が

伝
え
ら

れ

て

い

る
。

ゴ

ル

ド
ン

は

オ

ク

ス

フ

ォ

ー

ド

大
学
時
代
に

高
楠
順
次
郎
氏
と

交
流
が

あ
り

、

高
楠
は
ゴ

ル

ド
ン

の

著
書
『

弘
法
大
師
と

景
教
と

の

関

係
一

名
・

物
云
ふ

石
、

教
ふ

る

石
』

（

丙
午
出
版
社

、

一

九
〇
九
〉

の

翻

訳
も
お
こ

な
っ

て

い

る
。

ゴ

ル

ド
ン

は

晩
年
の

六
年
間
を

京
都
で

過
ご

し
、

亡

く
な
っ

た

際
、

葬
儀
は

京
都
東

寺
に

て

仏

式
で

お
こ

な
わ

れ
、

高
野
山
奥
の

院
に
ゴ

ル

ド
ン

が
建
立

し

た

景

教
碑
（
西

安
碑
林
の

模
刻
）

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
（
9）

の

傍
ら

の

墓
に

埋

葬
さ
れ
た

。

ゴ

ル

ド
ン

が
ど

の

よ

う
な
経
緯
で

本

真

尼
の

外
護
者
の
一

人

に

な
っ

た

か
は

明
ら

か

で

は

な
い

が
、

な
ん

ら

か

の

き
っ

か

け

で

本
真
尼
の

活
動
を
知
り

、

外
護
者
と

な
っ

た
と

み

る
こ

と

が

で

き
る

。

1
　
矢
吹
慶
輝
編
『

本
真
老
尼
』

（
慈
教
庵

、

昭

和
一

〇

年
）

、

藤

吉
慈
海
『

颯

　
田

本
真
尼
の

生
涯
』

（
旧
版
タ
イ

ト
ル

『

布
施
の

行
者
颯
田

本
真
尼
』

、

春

　

秋
社

、

平

成
三

年
）

に
よ
っ

て

本
真
尼
の

布
施
行
は

世
に

知
ら

れ
る

こ

と

颯
田

本
真
尼
の

外
護
者
に

つ

い

て

（
坂
　
上
）

　
と

な
っ

た
。

2
　
浄
土

宗
の

中
で

も
、

と

く

に

厳
し

く
戒
律
を

守
る

こ

と

を

重
視
す
る

系

　

統
。

興

律
派
と

も
い

う
。

3
　
笠
松
善
光
寺
国
男

（

7

言”
＼

弾
舘
薗

日
口

巨
自
爵
。

且
b
。

巳
）

に
ょ

る
。

4
　
『

十
善
寶
窟
』

第
六

十
二

輯
（

明

治
二

八

年
（

一

八

九
五
）
）

、

雑
録
「

十

　

善
会
春
季
菩
薩
戒
授
与
式
概
況
」

、

「

臨
時
授
戒
」

、

「

八

斎
戒
受
者
」

。

5
　
『

山
形

県
大
百

科
事
典
』

（

山
形
新
聞
社、

一

九
八

三
）

。

6
　
二

〇
一

二

年
七

月
に

現
地

調

査
を
実
施
し
た

。

齋
藤
家
（
漬
け
物
の

梨

　

屋）

は

現
在
も
浄
徳
寺
の

直
近

で

商
い

を
続
け
て

お

り
、

現
在
の

当
主
の

　

祖
母
に

あ
た

る

方
が

本
真
尼
を
接

待
し

た

と
の

こ

と
で

あ
っ

た
。

た

だ

　

し、

齋
藤

家
は

酒

田
の

大
火
で

被
災
し

、

資
料
は

ま
っ

た

く
残
っ

て

い

　

な
い

。

7
　
『

十

善
寶
窟
』

第
六

十
二

輯
「

正

法
恢
復
の

前
兆
」 、

同

第
七

十
一

輯

　
（

明
治
二

九

年
（
一

八
九

六
）

）

、

雑
録
「

真
味
逆

境
に

依
て

顕
は

る
」

。

8
　
仏

像
の

施
主

に
つ

い

て

は
、

宮
の

本
地

区
婦
人

会
の

協
力
を

得
て

全

数

　

調
査

を

行
っ

た
。

施
主
に
つ

い

て

確
認
す

る
こ

と

の

で

き

た

厨

子
の

う

　

ち、

氏
名

が

確
認
で

き
た

岩
垂

園
子
氏

は
、

Z
団

O

日

本
電
気
創
業
者
・

　

岩
垂
邦
彦
氏
の

八

人
の

子
供
の

第
七

子
に

あ
た

る
。

Z
団
O

広
報
部
に

問

　
い

合
わ
せ

た

と

こ

ろ
、

岩
垂
家
の

出
身
は

九

州
と

い

う
こ

と

で
、

そ
の

　

よ

う
な
ご

縁

も
あ
っ

た
か

も
し

れ
な
い

。

9
　
鎌
倉
喜
久
恵
「

団゜
〉°

ゴ

ル

ド
ン

（

一

゜。

包

〜

ち
b 。

 
）

」

（
『

ふ

み

く
ら

早

　

稲
田
大

学
図

書
館
報
』

三
八

、

一

九

九
二

年
一

二

月
）

。

〈

キ

ー

ワ
ー

ド
〉

　

颯
田

本
真

、

雲

照、

布
施
行

（
関

西

国
際
大
学
教
授
∀

七
一
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